
令 和 ７ 年 度 徳 島 市 国 府 中 学 校 総 括 評 価 表

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価 次 年 度 へ の 課 題 と
今 後 の 改 善 方 策

重 点 課 題 重 点 目 標 評 価 指 標 と 活 動 計 画 評 価 学 校 関 係 者 の 意 見

評 価 指 標 評 価 指 標 の 達 成 〈 自 己 評 価 結 果 に つ い て 〉

○ 授 業 に 積 極 的 に 参 加 し て い る 。 （ 生 徒 ア ン ケ ー ト ） A 4 6％ , B 4 3％ , C 9％ , D 2％
○ 先 生 は 、わ か り や す い 授 業 を 行 っ て い る 。 （ 生 徒 ア ン ケ ー ト ） A 4 4％ , B 4 6％ , C 7％ , D 3％

○ 予 習 ・ 復 習 ・ 宿 題 な ど 、 計 画 的 に 学 習 に 取 り 組 め て い る 。 A 2 6％ , B 4 5％ , C 2 4％ , D 5％

（ 生 徒 ア ン ケ ー ト ）

(所 見 )
○ め あ て の 提 示 や 板 書 ・ 発 問 の 工 夫 等 を 行 っ て い る 。 A 3 1％ , B 6 9 ％ , C 0 ％ , D 0％

（ 教 員 ア ン ケ ー ト ）
○ 教 材 研 究 や 授 業 研 究 な ど 資 質 向 上 に 努 め て い る 。 A 4 1％ , B 5 4％ , C 5％ , D 0％

（ 教 員 ア ン ケ ー ト ）
○ 読 書 の 大 切 さ を 伝 え 、 読 書 に 親 し む よ う な 指 導 を 心 が け て い A 2 1％ , B 3 3 ％ , C 4 4 ％ , D 2％
る 。 （ 教 員 ア ン ケ ー ト ）

活 動 計 画 活 動 計 画 の 実 施 状 況

・ 次 時 の 授 業 準 備 を 行 っ た の ち 休 憩 に 入 り 、 ３ 分 前 着 席 に 取 り 組 授 業 規 律 ・ 家 庭 学 習
む 。 の 大 切 さ を 、 全 教 員

・ 教 科 間 で の 教 材 の 共 有 や 、 相 互 参 観 週 間 で の 意 見 交 換 を 行 う 。 が 生 徒 に 日 常 的 に 指
・ 家 庭 学 習 の 指 導 を し た り 、 学 年 だ よ り や 面 談 で 呼 び か け た り す 導 を し た 。
る 。

・ 学 び 方 を 工 夫 し 、 定 着 度 合 い を 振 り 返 り シ ー ト や テ ス ト で 計 る 。 発 問 の 工 夫 を 行 っ た
・ 授 業 の な か で 、 自 分 の 考 え を 述 べ さ せ る 発 問 の 工 夫 を 行 う 。 り 、 教 科 部 会 で 、 記
・ 授 業 の な か で 、 自 分 の 考 え を 記 述 さ せ 学 び を 整 理 し 、 明 確 に す 述 式 問 題 の 工 夫 ・ 改
る 。 善 を 行 っ た 。

・ 図 書 委 員 会 の 活 動 推 進 や ビ ブ リ オ バ ト ル 等 を 行 い 読 書 推 進 を 行
う 。

・ I C Tを 効 果 的 に 活 用 す る 授 業 実 践 を 行 い 、 教 員 間 で 共 有 す る 。 校 内 研 修 を 通 し て 、
・ 相 互 参 観 週 間 を 通 し て 、 教 科 や 学 年 の 壁 を 越 え 、 学 び の 体 制 を 評 価 や I C T 活 用 の 実
整 え る 。 践 を 行 い 授 業 改 善 に

・ 家 庭 学 習 の 仕 方 を 指 導 し 、 三 者 面 談 な ど で 家 庭 へ 呼 び か け る 。 つ な げ た 。

評 価 指 標 評 価 指 標 の 達 成 度 〈 自 己 評 価 結 果 に つ い て 〉
◆ 人 権 学 習 ・ キ ャ リ ア
学 習 の 成 果 を 問 う 質 問

○ 授 業 や 学 校 生 活 で 、 生 徒 の 実 態 や 課 題 に 即 し た 人 権 教 育 を 行 っ A 2 3％ , B 7 7％ , C 0％ , D 0％ が 、 学 校 評 価 ア ン ケ ー
て い る 。 （ 教 員 ア ン ケ ー ト ） ト ( 生 徒 ) に な い の で 、

○ 生 徒 へ の 声 か け や 観 察 等 を 通 し て 情 報 収 集 を 行 い 、 生 徒 理 解 に A 5 1％ , B 4 9％ , C 0％ , D 0％ (所 見 ) 検 証 で き な い 。
努 め て い る 。 （ 教 員 ア ン ケ ー ト ）

○ い じ め の 早 期 発 見 に 心 が け 、 い じ め を 許 さ な い 環 境 づ く り に 努 A 6 2％ , B 3 8％ , C 0％ , D 0％ ◇ 学 校 評 価 ア ン ケ ー ト
め て い る 。 （ 教 員 ア ン ケ ー ト ） （ 生 徒 ） に 人 権 学 習 ・

○ 担 当 学 級 の 生 徒 の 特 性 を 把 握 す る よ う に 努 め て い る 。 A 4 6％ , B 5 1％ , C 0％ , D 0％ い じ め ・ 進 路 ・ キ ャ リ
（ 教 員 ア ン ケ ー ト ） ア 学 習 の 成 果 を 問 う 質

○ 友 だ ち や 周 り の 生 徒 に 傷 つ く よ う な 言 葉 を か け た り 、 い じ わ る A 5 6％ , B 3 6％ , C 5％ , D 3％ 問 を 入 れ る 。
を し て い な い 。 （ 生 徒 ア ン ケ ー ト ）

○ 自 分 を 大 切 に し て い る 。 （ 生 徒 ア ン ケ ー ト ） A 4 2％ , B 4 1 ％ , C 1 3 ％ , D 4％ ◇ 来 年 度 の ブ ロ ッ ク 人
○ 信 頼 で き る 友 だ ち が い る 。 （ 生 徒 ア ン ケ ー ト ） 権 を よ い 機 会 と 捉 え 、

A 7 6％ , B 1 8％ , C 4％ , D 2％ す る ど い 人 権 感 覚 を も
ち 、人 権 侵 害 を し な い 、
許 さ な い （ 傍 観 者 に な
ら な い ） 生 徒 の 育 成 を

○ 自 分 の 進 路 に つ い て 考 え た り 調 べ た り 相 談 し た り し て い る 。 A 3 7％ , B 3 5％ , C 1 9％ , D 9％ 継 続 し て い く 。
（ 生 徒 ア ン ケ ー ト ）

○ キ ャ リ ア 学 習 を 行 い 、 生 徒 自 ら が 進 路 に つ い て 考 え る 機 会 を 設 A 3 1％ , B 6 4％ , C 5％ , D 0％ ◇ 日 常 生 活 の 中 で 、 自
定 し た り 、 進 路 相 談 し た り し て 、 自 ら 進 学 に つ い て 考 え さ せ る 分 の 考 え 方 と 違 う 多 様
よ う に し て い る 。 （ 教 員 ア ン ケ ー ト ） な 考 え 方 が あ る こ と を

知 り 、 認 め 、 周 囲 の 人
に 対 し て の 思 い や り の
あ る 行 動 や 気 遣 い が で
き る 生 徒 を 育 て て い く 。

授業をわか

りやすいと

感じている

割合が９０

％近くある

ことは、高

評価に値す

る。今後は、

学び方への

認識を、教

員・生徒共

にブラッシ

ュアップす

ることが必

要不可欠で

ある。

・家庭学習の充実のためには、
保護者との連携が必要不可欠
であるため、もっと教員から
も、家庭学習の大切さを発信
していくといい。

◆ICTを活用した授業の実施状

況が、わかりにくい。

◆家庭学習の方法等を指導する

と共に、家庭との連携が十分に

図れていない。

◆不登校生に対する手立てとし

て、ICTを活用した支援体制を

構築したが、実用化しなかった。

◇学校評価アンケート（教員）

の項目に、ICT活用の有無等を

入れる。

◇ICTを活用し、学習形態を工

夫・自分の考えを述べる機会を

増やすこと等で、根拠をもって

他者に自分の考えを伝える生徒

を育成していく。同時に、他者

と合意形成できる生徒の育成も

目指す。

◇学習規律の徹底を継続し、学

習環境の構築に努める。

◇生徒には、学習計画と授業の

振り返りをきちんとさせ、自分

の学びを調整させていく。また、

学習活動に対するフィードバッ

クを明確・迅速に行い、生徒の

自己改善につなげられる手立て

を行う。

互 い の 人 権

を 尊 重 し 、

す る ど い 人

権 感 覚 を 養

い 、 社 会 の

形 成 者 と し

て 自 己 実 現

が で き る 力

を 育 む 。

人 権 意 識

の 向 上 を

図 る と と

も に 、 キ

ャ リ ア 形

成 に 努 め

る 。

基 礎 基 本 を

重 視 す る と

と も に 、 I C

T を 効 果 的

に 活 用 し 学

力 を 向 上 さ

せ 、 主 体 的

に 学 ぶ 生 徒

の 育 成 を め

ざ す 。

学 力 向 上
の た め の
授 業 力 向
上 に 努 め
る 。

・若手の教員が、積極的に人権
学習に取り組んいる現状が、と
ても嬉しい。ブロック人権をき
っかけとして、来年度はより一
層、学校全体で人権学習に取り
組んでほしい。

Ｂ

Ｂ

総 合 所 見

総 合 所 見

学年単位で
はあったが、
系統的な指
導を心かげ
た結果、若
手教員の育
成にもつな
がった。

キャリア教
育について
は、地域の
力を活用す
ることで、
今年度も大
きな成果を
得ることが
できた。

・授業に関して、今年度も生徒
９０％・教職員１００％の高評
価を維持している現状は、素晴
らしい。今後は、１０％の低評
価層への手立てをお願いした
い。

・もっとICTを活用した授業づ
くりを、積極的に行う必要があ
る。

・塾での学習時間を家庭学習の
時間に含めると、数値が高くな
ると思われる。

・校内教育支援センターの設置
は画期的である。不登校生への
学習保障充実のためにも、保護
者との連携を更に密にする必要
あると思う。

・人権学習を行う上で、家庭で
も、生徒と家族が話し合う機会
を作っていくと、より効果的で
あると思う。

・人権学習・キャリア学習の成
果を問う質問を、学校評価アン
ケート(生徒）に入れていく必
要がある。



活 動 計 画 活 動 計 画 の 実 施 状 況

・ 人 権 獲 得 の 歴 史 や 個 別 人 権 課 題 を 指 導 し 、 差 別 を 解 消 す る 行 動 ◇ 学 校 で 行 っ た 人 権 学
力 を 養 う 。 習 の 内 容 や 生 徒 か ら 出

・ 互 い を 認 め 合 い 、 向 上 し て い く こ と の で き る 力 を 養 う 。 た 意 見 を 、 保 護 者 に も
・ 声 か け や ア ン ケ ー ト 等 を 通 し て 、 生 徒 理 解 に 努 め る 。 伝 え る 機 会 を 設 定 す る 。

・ 職 業 調 べ を 行 っ た り 、 様 々 な 活 動 を 通 し て 自 ら の 適 性 に 合 っ た
進 路 を 決 定 し た り で き る よ う キ ャ リ ア 学 習 を 進 め る 。

・ １ 人 １ 人 の 生 徒 理 解 に 努 め 、 い じ め の 根 絶 等 に 向 け 、 早 期 発 見
に 努 め る と と も に 、 組 織 で 適 切 な 対 応 を 行 う 。

家 庭 ・ 地 域 評 価 指 標 評 価 指 標 の 達 成 度 〈 自 己 評 価 結 果 に つ い て 〉
と 連 携 し た ◆ 地 域 行 事 へ の 積 極 的
学 校 づ く り ○ HPや各種通信を積極的に活用し情報発信を行っている。 A 2 8％ , B 5 0％ , C 1 9％ , D 3％ な 広 報 活 動 が 、 保 護 者
の 推 進 (保護者アンケート ) A 1 3％ , B 6 2％ , C 2 2％ , D 3％ に 対 し て 十 分 に 出 来 な

○ P T A活 動 や 地 域 と の 連 携 に 努 め て い る 。 (保護者アンケート ) か っ た 。

○ 各種説明会や学校行事に参加しようとしている。 （保護者アンケート） A 3 1％ , B 5 6％ , C 1 1％ , D 2％ (所 見 ) ◇ 生 徒 が 参 加 し た 地 域
行 事 の 様 子 を 、 ホ ー ム

○ 学校からのプリントやお便りを見るようにしている。（保護者アンケー ト ） A 3 5％ , B 4 6％ , C 1 6％ , D 3％ ペ ー ジ 等 を 上 手 く 活 用
し て 情 報 発 信 し て く 。

活 動 計 画 活 動 計 画 の 実 施 状 況
◇ 家 庭 に 向 け て 配 布 す

・ 学 校 の 情 報 を 積 極 的 に 発 信 し 、 開 か れ た 学 校 づ く り を 行 う 。 学 校 か ら の 情 報 発 信 る 文 書 や 便 り の 配 信 を 、

を 、 H Pや 「 マ チ コ ミ 」 今 後 も 「 す ぐ ー る 」 で

「 す ぐ ー る 」 で 行 っ 行 う と 共 に 、 ア ン ケ ー

た 。 ト 機 能 等 も 積 極 的 に 活
用 し て い く 。

・ 各種学校行事において保護者や地域の方々と連携体制を築くよう努める。 コ ミ ュ ニ テ ィ ス ク ー
ル の 方 々 を 中 心 に 、 ◇ 業 務 改 善 等 を 足 が が

行 事 等 へ の 協 力 ・ 参 り と し て 、 全 教 職 員 が

加 の 機 会 が 得 ら れ た 。 学 校 運 営 に 参 画 し て い
る 意 識 を も て る 企 画 や

・ 新 し い 生 活 様 式 を 考 慮 し 、 新 た な 視 点 で 家 庭 ・ 地 域 と の 連 携 を 学 校 か ら の お 知 ら せ 手 立 て を 構 築 し て い く 。

考 え る 。 等 は デ ー タ で 保 護 者
に 送 信 す る 方 法 が 、 ◇ 学 校 評 価 ア ン ケ ー ト

完 全 に 定 着 で き た 。 項 目 を 追 加 す る 。

総 合 評 価 の 基 準 Ａ で き た Ｂ ほ ぼ で き た Ｃ あ ま り で き な か っ た D で き な か っ た

家 庭 ・

地 域 と

の 連 携

強 化 に努

め る。

● 課 題 ◇ 改 善 策

Ｂ

令和９年度徳東郡中学校人権教
育研究大会に向けて、研究・実
践を行った。クラスによっては、
生徒への意識調査を行っていた。

「地域の中で子どもは育つ」
を共通理念として、今年も地
元の企業と共にキャリアフェ
スを行った。

総 合 所 見

「マチコミ」
から「すぐ
ーる」への
速やかな移
行がなされ
た。

教科の学習の
延 長 線 と し
て、地域の行
事への参加を
促したことに
より、主体的
に行動・参加
する生徒の数
が増えた。

・社会の形成者として自己実現
ができる力を育むためのキャリ
ア学習・進路相談を、今後も継
続してほしい。

・学校が行っている人権の授業
の内容や生徒の意見を、もっと
保護者に発信していくことで、
学校理解がすすむはず。

・今年度も、校長先生の協力が
あって、地域の行事にたくさん
の生徒たちが参加してくれ、感
謝している。その結果、地域行
事が活気に満ちた。

・「すぐーる」が活用されること
で、先生方の働き方改革につな
がることは、大変よいことであ
ると思う。

・次年度は、生徒や保護者が、
どれくらい地域行事に参加した
か等のアンケート項目を、学校
評価アンケート（生徒・保護者)
に入れ、数値化した方が、検証
しやすい。


